





























































































































輸送方法 エネルギー密度 輸送・転換損失 輸送容器 場 所 適応輸送距離
常温常圧 0.1
パイプライン（80bar） 8 ２％ 小～大 陸上と海底 中～長距離
LNG 60 10～20％ 中～大 陸上と海上 中～長距離
CNG (200bar) 20 ５％ 小～中 陸上 短距離
メタノール転換 50 30～40％ 中 主に海上 中～長距離
ガソリン転換 100 45％ 中 主に海上 中～長距離
















































































会 社 名 合成ガス FT合成 実 績
RD/Shell 部分酸化，無触媒 多管式，固定床，Co系触媒 12,500bbl/日 規模，商業段階
Sasol  ATR スラリー床，Co系触媒 2,500bbl/日，セミコマーシャル段階
Exxon/Mobil  ATR スラリー床，Co系触媒 200bbl/日，パイロット段階
Rentech 所有せず スラリー床，Fe系触媒 250bbl/日，パイロット段階
Syntroleum  ATR (空気使用） スラリー床，Co系触媒 70bbl/日，パイロット段階































































1965 1970 1975 1980 1985 1990 1993
西ヨーロッパ 47.6 72.2 98.0 121.1 145.3 164.6 178.4
オーストリア 1.2 1.4 2.1 2.8 3.1 3.6 3.9
ベルギー 1.1 2.1 3.1 3.3 3.4 3.3 3.5
フランス 13.5 15.8 19.2 23.6 26.6 30.1 31.1
ドイツ? 20.7 32.3 43.6 51.7 66.9 77.2 81.6
イタリア 5.4 8.5 13.2 15.1 19.0 23.1 25.8
オランダ 4.4 8.4 10.1 10.3 10.7 10.8 11.2
スイス 0.8 1.2 1.9 2.2 2.6 3.0 3.3
イギリス 0.5 2.5 4.8 12.1 13.0 13.5 18.0
東ヨーロッパ 13.8 18.5 26.2 31.7 41.2 46.7 51.8
チェコ／スロバキア 4.2 6.2 8.4 9.9 12.6 14.0 14.9
旧ユーゴスラビア 0.5 0.7 1.3 2.0 3.4 3.9 4.0
ハンガリー 0.3 0.6 1.3 1.6 4.2 4.3 4.5
ポーランド 3.8 5.0 8.0 10.5 12.5 14.5 16.4
ルーマニア 5.0 6.0 7.2 7.7 8.5 10.0 12.0
ヨーロッパ計 61.4 90.7 124.2 152.8 186.5 211.3 230.2
ａ 国内および国際（高圧）トランスミッション・パイプライン。
ｂ 統合後のドイツ。




























km? 千人 km  km  bcm
国土面積 人口 幹線パイプライン m/km? m/千人 供給・配給導管 km/km? km/千人 総消費量
日本 377,801 126,000 742 2.0 5.9 189,700 502.1 1.5 57.3
イギリス 241,752 58,500 17,900 74.0 306.0 242,900 1004.7 4.2 60.2
ドイツ 357,022 82,200 62,747 175.8 763.3 167,701 469.7 2.0 80.9
イタリア 301,287 57,400 24,669 81.9 429.8 147,000 487.9 2.6 49.8
フランス 543,965 58,600 30,537 56.1 521.1 125,406 230.5 2.1 32.2
アメリカ合衆国 9,809,155 270,000 453,462 46.2 1,679.5 1,380,676 140.8 5.1 553.7
Transmission Pipelinesを幹線パイプライン，Distribution Pipelinesを供給・配給導管とした。ドイツは






































































































南長岡（TOC） 新潟 662 80 24.1
片貝（SK） 新潟 318 98 11.6
磐城沖（ISK） 福島 254 67 9.2
東新潟 (SK＊/MGC) 新潟 239 6 8.7
吉井（SK） 新潟 231 －12 8.4
勇払（SK） 北海道 219 63 8.0
茂原（KNG） 千葉 187 16 6.8
岩船沖（SK/MGK） 新潟 125 12 4.5
合同千葉（GS） 千葉 110 1 4.0
東柏崎（TOC） 新潟 76 －14 2.8
その他 331 －32 12.0





















































一般ガス事業者 1,397 27,163 184,017 212,577
電気事業者 186 58 － 244
卸供給事業者 1,494 690 203 2,387










































































































































































































































区 分 設置間隔 備考 設置間隔 備考
クラス１ 約32km（20マイル) 荒地，砂漠，牧草地等の過疎地帯 必要箇所 河川横断など
クラス２ 約24km（15マイル) 町や市の外周地区，工業地帯 10km 市街地以外
クラス３ 約16km（10マイル) 郊外の住宅発展地区 4km 市街地






























パイプライン 径(inch) 距離(km) 金額 /km /インチ/m
新長岡ライン(越路原―頸城) 16 66 102億円 1.55億円 0.97万円
新東京ライン(頸城―軽井沢) 20 142 403億円 2.84億円 1.4万円
松本ライン(東部―松本) 12 101 221億円 2.19億円 1.8万円
甲府ライン(諏訪―甲府) 16 67 168億円 2.51億円 1.6万円
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